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時
国
会
で
「
消
防
団
を
中
核
と

し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化

に
関
す
る
法
律
」
が
定
め
ら
れ

た
こ
と
を
機
に
、
そ
の
趣
旨
を

実
現
す
べ
く
、
今
回
初
め
て
全

国
の
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー

の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
組

織
運
営
の
実
態
・
課
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
す
る
場
を
設
け
る

等
の
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
自
主

防
災
組
織
の
防
災
に
関
す
る
意

識
を
高
め
、
自
発
的
な
防
災
活

動
へ
の
参
加
促
進
や
活
動
の
活

性
化
が
図
ら
れ
、
自
主
防
災
組

織
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

〒１０５―０００１　東京都港区虎ノ門２―９―１６
（日本消防会館内）
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平
成　

年　

月　

日
�
・　

２６

１１

２７

２８

日
�
の
２
日
間
に
わ
た
り
「
第

１
回
全
国
自
主
防
災
組
織
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
」
を
、
ル
ポ
ー
ル

麹
町
に
て
開
催
し
、
全
国
か
ら

約　

名
の
自
主
防
災
組
織
リ
ー

９０
ダ
ー
の
方
々
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
昨
年
の
臨

　

開
会
に
当
た
り
、
当
協
会
秋

本
敏
文
会
長
か
ら
「
自
主
防
災

組
織
は
日
本
の
消
防
政
策
の
中

で
重
要
。
研
修
会
を
開
催
す
る

き
っ
か
け
は
、
昨
年　

月
に

１２

「
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域

防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る

法
律
」
が
成
立
し
た
こ
と
。
地

域
の
皆
さ
ん
の
総
力
を
結
集
し

た
地
域
の
防
災
体
制
が
大
切
だ

と
い
う
こ
と
を
法
律
の
中
で
明

確
に
し
、
国
や
地
方
公
共
団
体

が
応
援
す
る
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
た
。　

月　

日
の
長

１１

２２

野
県
北
部
地
震
で
、
死
者
が
一

人
も
出
な
か
っ
た
が
、
地
域
の

方
々
の
力
を
合
わ
せ
る
事
が
い

か
に
大
事
か
が
明
確
に
示
さ
れ

た
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
ま

た
総
務
省
消
防
庁
坂
本
森
男
長

官
か
ら
「
自
分
の
身
を
近
隣
の

力
で
守
る
。
被
害
を
最
小
限
に

す
る
。
そ
れ
に
は
自
主
防
災
の

力
が
不
可
欠
。
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
そ
の
中
で
防
災
危

機
管
理
と
い
う
時
に
一
番
重
要

な
の
は
、
災
害
弱
者
の
方
々
の

把
握
で
あ
る
。
地
域
に
と
っ
て

何
が
減
災
に
つ
な
が
る
の
か
を

考
え
る
為
に
も
、
自
主
防
災
組

織
を
全
国
的
に
広
め
て
い
く
取

組
み
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
消
防
庁
も
考
え
て

い
る
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
山
�

登
解
説
主
幹
か
ら
「
地
域
の
防

災
力
を
高
め
る
」
と
題
し
、

「
昼
夜
を
問
わ
ず
起
こ
る
災
害

に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
い

い
の
か
。
人
的
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
。
住
宅
の
耐
震
化

や
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
を
防

ぐ
に
は
。
先
日
起
き
た
長
野
県

北
部
地
震
を
例
に
挙
げ
、
減
災

に
は
地
域
の
防
災
力
が
不
可
欠

で
あ
る
。
地
域
で
取
組
む
べ
き

問
題
は
、
災
害
発
生
の
事
前
の

準
備
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後

の
対
応
に
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
人
と
人
が
支
え
あ
う
新
し

い
形
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
地
域
を
知
る
こ
と
が
防
災

の
始
ま
り
で
あ
る
。
自
分
が
住

む
家
が
ど
の
よ
う
な
地
に
建
て

ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
ず
知
る

こ
と
が
重
要
。
」
と
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
東
日
本
大
震
災
の

活
動
報
告
」
と
し
て
、
岩
手
県

山
田
町
愛
宕
地
区
自
主
防
災
会

田
村
剛
一
会
長
か
ら
「
震
災
当

日
の
状
況
や
な
ぜ
津
波
に
逃
げ

遅
れ
た
住
民
が
い
た
の
か
。
自

主
防
災
会
と
し
て
の
避
難
誘
導

や
避
難
所
運
営
」
に
つ
い
て
、

宮
城
県
多
賀
城
市
の
澁
谷
大
司

さ
ん
か
ら
「
多
賀
城
市
に
お
け

る
大
震
災
に
よ
る
被
害
状
況
や

そ
の
ガ
レ
キ
処
理
の
問
題
。
避

難
所
運
営
や
物
資
の
管
理
の
難

し
さ
、
災
害
に
備
え
、
個
人
や

地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
何
を
す
べ
き

挨拶する秋本敏文会長

澁谷大司さん 田村剛一さん

（
３
面
に
続
く
）

挨拶される坂本森男消防庁長官

講演される山�登ＮＨＫ解説主幹
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平
成　

年
９
月　

日
�
東
京

２６

１１

都
港
区
の
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

に
お
い
て
安
倍
晋
三
内
閣
総
理

大
臣
、
高
市
早
苗
総
務
大
臣
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
ご
来
賓

並
び
に
全
国
消
防
関
係
者
の
ご

参
列
の
も
と
、
「
第　

回
全
国

３３

消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
公
益
財
団
法
人
日

本
消
防
協
会
で
は
、
昭
和　

年
５７

以
来
、
毎
年
、
全
国
消
防
殉
職

者
慰
霊
祭
を
行
っ
て
お
り
、
今

回
は
、
３
柱
の
御
霊
が
新
た
に

合
祀
さ
れ
、
明
治
時
代
か
ら
の

か
ら
「
追
悼
の
こ
と
ば
」
を
い

た
だ
き
、
そ
の
後
、
参
列
者
の

皆
様
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
、

厳
粛
の
な
か
、
御
霊
の
安
ら
か

消
防
殉
職
者
等
の

御
霊
は
、
５
、
６

８
２
柱
と
な
り
ま

し
た
。

　

慰
霊
祭
で
は
、

約
７
０
０
人
の
参

列
者
が
御
霊
に
黙

と
う
を
捧
げ
、
秋

本
敏
文
会
長
の
式

辞
に
つ
づ
き
、
安

倍
内
閣
総
理
大

臣
、
高
市
総
務
大

臣
、
ご
遺
族
代
表

な
る
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
し
た
。

　

秋
本
会
長
は
、
式
辞
で
最
近

の
災
害
状
況
を
踏
ま
え
、
「
消

防
が
そ
の
使
命
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
消
防
団
員
職
員
が
自

ら
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
必

要
な
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら

も
、
必
要
な
情
報
の
共
有
な

ど
、
安
全
確
保
の
た
め
に
最
善

の
努
力
を
す
る
こ
と
を
お
誓
い

い
た
し
ま
す
。
」
と
述
べ
、
安

全
な
消
防
使
命
達
成
を
め
ざ
す

誓
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

崇
高
な
消
防
精
神
の
も
と
、

尊
く
も
職
に
殉
じ
ら
れ
た
方
々

の
功
績
を
称
え
、
深
甚
な
る
敬

意
と
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
ご
遺

族
の
ご
平
安
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

�
セ
ル
ビ
ア
（
セ
ル
ビ
ア
消
防

協
会
副
会
長　

ル
ジ
カ
・
ベ
ラ

ノ
ビ
ッ
ク
）

�
ス
ロ
ベ
ニ
ア
（
義
勇
消
防
隊

上
級
幹
部　

マ
リ
ン
カ
・
セ
ン

プ
レ
）

�
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
緊
急
事
態
庁
部
長　

レ
ナ
・

ブ
ラ
ン
ゼ
ル
）

�
ア
メ
リ
カ
（
全
米
義
勇
消
防

協
会
理
事
長　

ヘ
ザ
ー
・
シ
ェ

フ
ァ
ー
）

�
日
本
（
東
京
都
赤
羽
消
防
団

副
団
長　

小
澤
浩
子
）

〇
各
国
の
参
加
者

�
カ
ナ
ダ
（
ウ
ィ
ス
ラ
ー
市
義

勇
消
防
隊
員　

メ
リ
ッ
サ
・
フ

ィ
ニ
ー
）

�
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
国
家
警
察

理
事
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー　

ミ
ラ
・
レ
イ
ノ
ネ
ン
）

�
ロ
シ
ア
（
ロ
シ
ア
女
性
安
全

機
構
会
長　

タ
チ
ア
ナ
・
エ
レ

ミ
ナ
）

　

女
性
消
防
団
国
際
会
議
が
平

成　

年
９
月　

日
�
、
東
京
都

２６

２９

千
代
田
区
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
で
、
世
界
８
か
国
及
び
国

内
各
地
の
消
防
関
係
者
な
ど
多

数
の
方
々
が
参
加
の
も
と
開
催

さ
れ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
消
防
団
員
の
活
動
内

容
、
活
動
環
境
な
ど
に
つ
い
て

各
国
か
ら
発
表
が
あ
り
、
ま

た
、
会
場
内
を
含
め
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
各
国
の
皆
さ
ん

も
、
国
内
の
皆
さ
ん
も
最
後
ま

で
興
味
深
く
聞
か
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
最
後
に
各
国
の

参
加
者
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の

活
動
な
ど
に
つ
い
て
決
意
を
示

す
大
会
ア
ピ
ー
ル
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　

女
性
消
防
団
員
の
活
動
は
各

国
と
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
考
え
方
、
事

情
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
単
純
に

外
国
の
例
を
取
り
入
れ
る
な
ど

と
い
う
こ
と
に
は
勿
論
な
り
ま

せ
ん
が
、
日
本
に
と
っ
て
も
今

後
の
運
営
上
、
参
考
に
な
る
点

が
色
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関

心
を
高
め
、
こ
れ
を
強
く
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
防
災
展　

団
体

２６

（
各
防
災
関
連
企
業
）
と
物
産

展
９
団
体
（
関
東
圏
消
防
防
災

関
係
者
）
の
ご
出
展
を
い
た
だ

き
、
女
性
（
婦
人
）
防
火
ク
ラ

ブ
員
の
皆
様
に
よ
る

炊
き
出
し
訓
練
や
山

形
県
消
防
協
会
の
ご

尽
力
に
よ
り
ご
出
演

い
た
だ
い
た
山
形
市

消
防
団
の
皆
様
に
よ

る
力
強
い
餅
つ
き
に

よ
り
会
場
が
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
た

ほ
か
、
公
益
財
団
法

人
消
防
育
英
会
へ
の

募
金
も
呼
び
掛
け
ら

れ
ま
し
た
。

の
ほ
か
、
子
供
を
含
む
一
般
住

民
の
方
々
の
ご
来
場
を
い
た
だ

き
、
操
法
大
会
と
合
わ
せ
て
約

１
万
１
千
人
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
大
規
模
地
震
等
へ

の
対
応
強
化
を
図
る
た
め
、
昨

年
成
立
の
消
防
団
を
中
核
と
し

た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に

関
す
る
法
律
を
受
け
て
改
正
さ

れ
た
消
防
団
の
新
た
な
装
備
の

基
準
に
基
づ
く
装
備
や
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
の
地
域
防
災
力

の
充
実
強
化
に
役
立
つ
資
機
材

等
を
広
く
消
防
防
災
関
係
者
や

一
般
国
民
に
対
し
て
展
示
し
、

　

平
成　

年　

月
８
日
�
、
東

２６

１１

京
臨
海
広
域
防
災
公
園
草
地
広

場
で
、
第　

回
全
国
消
防
操
法

２４

大
会
と
併
せ
て
「
地
域
を
守
る

消
防
防
災
展
・
消
防
団
の
交
流

物
産
展
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
消
防
団
関
係
者

第　

回　
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

３３

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
ご
臨
席
の
も
と
厳
粛
に
開
催

�　

火
災
は
も
ち
ろ

ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災

害
、
テ
ロ
事
件
な
ど
へ
の

消
防
の
対
応
に
お
い
て
、

女
性
は
、
家
族
を
守
り
、

地
域
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
一
層

の
活
躍
を
し
ま
す
。

�　

女
性
は
、
女
性
の

特
性
を
い
か
し
て
、
男
性

と
は
異
な
る
活
動
も
行

い
、
消
防
の
活
動
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
ま
す
。

�　

女
性
の
活
動
を
一

段
と
発
展
さ
せ
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
各
国
が
連
携

し
、
活
動
環
境
の
改
善
を

進
め
ま
す
。

女
性
消
防
団
国
際
会
議
ア
ピ
ー
ル

２
０
１
４
年
９
月　

日
２９
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で
あ
っ
た
か
」
な
ど
に
つ
い
て

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
総
務
省
消
防
庁
地
域

防
災
室
河
合
宏
一
室
長
に
よ
る

「
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
へ

の
取
り
組
み
」
、「
総
務
省
消
防

庁
予
防
課
福
井
武
夫
国
際
規
格

対
策
官
に
よ
る
「
住
宅
防
火
対

策
に
か
か
る
最
近
の
取
り
組
み

等
」の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
平

成　

年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

２６
「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す

ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」　

を

掲
載
し
、
平
成　

年　

月
９
日

２６

１１

か
ら
行
わ
れ
た
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
に
あ
わ
せ
て
防
火
ポ

ス
タ
ー
と
し
て
全
国
に
配
布
さ

れ
ま
し
た
。

年
、
志
賀
友
里
乃
さ
ん
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。　

　

生
活
協
同
組
合
全
日
本
消
防

人
共
済
会
で
は
、
小
学
校
４
年

生
以
上
か
ら
中
学
生
を
対
象
と

し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
各
都
道
府
県
の
支

部
か
ら
選
出
さ
れ
た
作
品
の
中

か
ら
、
第
一
次
審
査
及
び
第
二

次
審
査
を
行
い
厳
選
な
る
審
査

の
結
果
、
最
優
秀
作
品
に
埼
玉

県
熊
谷
市
立
別
府
小
学
校
５

　

生
活
協
同
組
合
全
日
本
消
防

人
共
済
会
で
は
、
毎
年
全
国
の

中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
防
火

防
災
に
関
す
る
」
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
都
道
府
県
の
支
部
か
ら
、

「
地
域
を
守
る
消
防
団
」
を
作

文
の
テ
ー
マ
と
し
、
選
抜
さ
れ

た
作
品　

点
の
中
か
ら
、
共
済

７３

会
に
お
い
て
厳
正
な
る
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は

兵
庫
県
多
可
町
立
加
美
中
学
校

３
年
谷
尾
慧
奈
さ
ん
の
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。　

　

佳
作
以
上
の
作
品
は
、
「
防

火
防
災
に
関
す
る
」
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
集
に
し
て
、

全
国
の
消
防
機
関
等
へ
配
布
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
最
優
秀
賞
の
兵
庫
県

多
可
町
立
加
美
中
学
校
の
谷
尾

慧
奈
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。
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二
日
目
は
、
出
席
者
代
表
２

名
か
ら
自
主
防
災
組
織
の
活
動

報
告
が
な
さ
れ
た
後
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
各
自
主
防
災
組

織
の
活
動
内
容
や
問
題
点
な
ど

が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

福井武夫国際規格対策官 河合宏一地域防災室長

平成２６年度　防火ポスター
埼玉県　熊谷市立別府小学校　５年

志賀　友里乃さん

（
１
面
か
ら
続
き
）

兵
庫
県
多
可
町
立
加
美
中
学
校　

３
年　

谷
尾　
慧
奈

あ
り
が
と
う
消
防
団

グループ討議の状況



第１９号 ４平成２６年（２０１４年）１２月１５日２０１４年秋季号

東京都
西
東
京
消
防
少
年
団

高
齢
者
施
設
を
慰
問

西
東
京
消
防
署

　

西
東
京
消
防
少
年

団
（
下
田
一
男
団

長
）
は
、
敬
老
の
日

に
ち
な
ん
で
、
管
内
に
あ
る
老

人
ホ
ー
ム
「
ア
ミ
ー
ユ
レ
ジ
デ

ン
ス
西
東
京
」
（
西
東
京
市
中

町
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
小
学
生
に
よ
る

包
帯
法
を
お
見
せ
し
ま
し
た
。

毎
月
の
活
動
で
訓
練
に
励
ん
だ

成
果
を
発
揮
し
、
額
と
腕
の
傷

の
手
当
て
と
、
骨
折
し
た
時
に

腕
を
つ
る
す
包
帯
法
を
全
団
員

が
し
っ
か
り
と
披
露
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
次
に
中
学
生

団
員
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し

た
心
肺
蘇
生
法
を
お
見
せ
し
た

と
こ
ろ
、
「
難
し
い
の
に
、
て

き
ぱ
き
と
出
来
て
立
派
だ

ね
。
」
と
、
入
居
者
の
皆
さ
ん

か
ら
感
心
の
拍
手
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
皆
で
一
緒
に

「
故
郷
」
や
「
幸
せ
な
ら
手
を

た
た
こ
う
」
を
歌
い
ま
し
た
。

「
幸
せ
な
ら
肩
た
た
こ
う
♪
」

と
歌
い
な
が
ら
、
団
員
が
入
居

者
の
方
の
肩
を
ト
ン
ト
ン
と
叩

く
と
、
お
互
い
笑
顔
に
な
っ

て
、
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
に
な

り
ま
し
た
。
歌
の
後
は
、
折
り

紙
や
あ
や
と
り
、
風
船
ゲ
ー
ム

等
を
し
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張

し
て
無
口
に
な
る
団
員
も
い
ま

し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ

れ
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
も

と
て
も
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。

　

最
後
に
、
団
員
が
心
を
こ
め

て
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
「
季
節
の

変
わ
り
目
に
体
調
を
く
ず
さ
れ

な
い
よ
う
、
元
気
に
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
を
し
た
と

こ
ろ
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
く

だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

埼玉県
吉
川
松
伏
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

消
防
署
で
宿
泊
研
修
を
実
施

吉
川
松
伏
消
防
組
合
消
防
本
部

　

吉
川
松
伏
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
は
、
平
成

　

年
８
月
１
日
・
２

２６

日
に
消
防
署
に
て
宿
泊
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

各
個
人
が
実
際
に
必
要
と
す

る
一
日
分
の
水
分
量
を
計
測

し
、
災
害
に
備
え
る
水
分
量
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
可
搬
ポ

ン
プ
を
用
い
て
ホ
ー
ス
延
長
か

ら
放
水
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を

実
施
し
、
実
践
的
な
消
火
活
動

を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水

の
事
故
に
対
し
「
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
着
衣
泳
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
避

難
所
で
の
生
活
と
同
様
な
空
間

ス
ペ
ー
ス
に
段
ボ
ー
ル
を
使
用

し
て
の
寝
床
作
り
、
ク
ラ
ブ
員

達
は
生
活
の
不
便
さ
や
最
低
限

必
要
な
も
の
は
何
か
を
身
を
も

っ
て
体
験
し
ま
し
た
。
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